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天
空
の
水み
な
も面
に
か
が
や
く
森
と
花
園
～
野
反
湖
～

　

第
２
回
は
、関
東
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

同
局
管
内
で
は
、15
箇
所
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
が「
日
本
美
し

の
森 

お
薦
め
国
有
林
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
野
反
自
然
休
養
林
は
、群
馬
県
北
西
部
、長
野
県

と
の
県
境
に
位
置
し
、２
，０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、野
反
湖

を
中
心
に
、森
林
と
草
原
が
一
体
と
な
っ
た
自
然
景
観
を
呈
し
て
い

ま
す
。シ
ラ
ベ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
等
の
亜
高
山
帯
の
森
林
に
抱
か
れ
、抜

け
る
よ
う
な
青
空
や
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
が
湖
面
に
映
し
出
さ
れ
ま

す
。春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
・
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
・
ノ
ゾ

リ
キ
ス
ゲ（
ゼ
ン
テ
イ
カ
）等
３
０
０
種
類
を
超
え
る
高
山
植
物
が
湖

畔
を
可
憐
に
彩
り
ま
す
。（
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
保
護
、増
殖
の
た
め
地

元
中
学
生
が
平
成
５
年
か
ら
継
続
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。）

　

湖
畔
に
は
町
営
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、森
林
の
中

で
遊
ん
だ
あ
と
、満
天
の
星
空
を
眺
め
つ

つ
眠
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ま

た
、お
花
畑
の
散
策
や
周
辺
の
山
々
へ
の

登
山
な
ど
、宿
泊
で
も
日
帰
り
で
も
楽
し

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、周
辺
に
は
尻
焼
温
泉
や
草
津
温

泉
な
ど
、多
数
の
温
泉
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

〜 

野の
ぞ
り反
自
然
休
養
林 

（
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
）
〜

（表紙の説明）
那須岳（栃木県）
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８月 11 日 国民の祝日

「山の日」

大倉山（提供：齋藤伸隆 氏） 剣山 那須道路風景林

信濃町　癒しの森

半月山から男体山を望む（提供：齋藤伸隆 氏）

大山風景林 知床　ポンホロ沼

〜「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」〜



　

日
本
は
国
土
の
約
７
割
を
変
化
に
富
ん
だ
山

地
が
占
め
る
「
山
の
国
」
で
す
。

　

日
本
人
は
古
く
か
ら
山
を
崇
め
、
森
の
恵
み

を
享
受
し
、
自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
銘
記
す
る
た
め
、
平
成
26

年
に
祝
日
法
が
改
定
さ
れ
、
国
民
の
祝
日「
山
の

日
」が
制
定
、
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
行
後
は
じ
め
て
の
「
山
の
日
」
を
迎
え
た

昨
年
８
月
11
日（
木
・
祝
）に
、
国
民
の
祝
日
「
山

の
日
」
を
記
念
し
て
、
第
１
回
「
山
の
日
」
記

念
全
国
大
会
が
、
長
野
県
松
本
市
上
高
地
等
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
市
上
高
地
等
で
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
、

祝
祭
式
典
な
ど
に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
大

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
昨
年
同
様
「
山
の
日
」
の
当
日
に

栃
木
県
那
須
町
に
お
い
て
第
２
回
「
山
の
日
」

記
念
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
大
会
の
目
標
は
、「
と
ち
ぎ
ら
し
さ
」を
実
感

で
き
る
参
加
・
体
験
型
の
大
会
を
開
催
し
、「
山
の

日
」
の
意
義
で
あ
る
『
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、

山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
』
こ
と
へ
の
理
解
を
深

鶏頂山 ブナ・イヌブナ天然林ハイキング

８
月
11
日 

国
民
の
祝
日

「
山
の
日
」
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め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
山
の
事
故
や
自
然

災
害
へ
の
対
応
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
大
会
の
ほ
か
、
春
季
か
ら
秋
季
（
４
月

～
11
月
）
に
か
け
て
、
栃
木
県
内
各
地
で
自
然

体
験
や
山
で
の
健
康
作
り
活
動
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
30
年
に
第
３
回
と
な
る
「
山
の
日
」

記
念
全
国
大
会
が
鳥
取
県
大
山
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
山
開
山
記
念
１
３
０
０
年
祭
と

併
せ
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
今
年
か
ら
、
大

山
を
は
じ
め
と
す
る
山
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
て
、
山
や

森
林
の
恵
み
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

秩父山系から富士山を望む

ニッコウキスゲ 谷川岳

　平成28年８月 10日（水）～11日（木・祝）
に第１回「山の日」記念全国大会が長野県松本市
上高地で開催されました。
　上高地で開催された記念式典では、山への想い
の発信や、子供たちによる未来への誓いが発表さ
れるとともに、格式高くも質実な演出によって、
厳かな「山」を表現した式典になりました。
　記念式典のほかにも、松本市街において祝祭式
典や、山岳観光の事例紹介などを行う国際フォー
ラムが開催されました。また、記念大会と同時に
開催された「信州四方山祭り」では、木工体験な
どの体験型ブースが設置され、多くの来場者で賑
わいました。
　関連行事も含め８月 10 ～ 11 日の２日間に
わたって開催された記念全国大会には、延べ
１万７千人を超える方が参加し、山や森林の恵み
を感じる機会となりました。

８月11日
国民の祝日「山の日」
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記念式典

信州四方山祭り

国際フォーラム

第1回「山の日」記念全国大会
in上高地



山
の
恩
恵

　

我
が
国
の
森
林
は
、
山
間
部
に
多
く
分
布

し
て
お
り
、
山
地
災
害
の
防
止
、
洪
水
の
緩

和
等
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
貴
重

な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
で
あ
っ
た
り
、

木
材
を
生
産
す
る
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を

有
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
森
林
の
役
割
は
「
山
の
恩
恵
」
と
も
言

え
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
林
の
有
す
る
多
面
的
な
機

能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

山
村
地
域
に
人
が
生
活
し
、
日
常
的
に
森
林

の
整
備
・
管
理
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
山
村
地
域
に
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
、

水
資
源
、
美
し
い
景
観
の
ほ
か
、
食
文
化
を

は
じ
め
と
す
る
伝
統
や
文
化
、
生
活
の
知
恵

や
技
な
ど
の
地
域
資
源
が
数
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
に
触
れ
る

場
、
心
身
を
癒
や
す
場
な
ど
と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
に
は
、
山
の
恩

恵
を
も
た
ら
す
森
林
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え

て
き
た
山
村
で
暮
ら
す
人
々
の
営
み
に
も
思

い
を
馳
せ
つ
つ
感
謝
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

水源

治山

木材生産

シャクナゲ

山村 魚梁瀬スギ
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地
域 日　程 行　事　名 具体的な内容 募集人数 主　催　者

〔　〕内は問い合わせ先

北
海
道

8月11日（祝）
北海道森林スポーツ
フェスタ 2017

in おたる

森林マラソン、森林浴ウォーク、
ノルディックウォーキング、ツ
リーイング、ポット苗づくり

700名
北海道森林スポーツフェスタ実行委員会

〔石狩地域森林ふれあい推進センター
TEL：011-533-6741〕

秋
田
県

8月8日（火）
山の日記念

「秋田駒ヶ岳登山」
（仮称）

山の日を記念した
秋田駒ヶ岳登山 20名

東北森林管理局技術普及課
〔東北森林管理局技術普及課

TEL：018-836-2211〕

群
馬
県

8月11日（祝） 山の日記念
「21世紀の森まつり」

森のかけらストラップ作り、
ロケットリーフ、木工教室等 2,000名

山の日記念「21世紀の森まつり」
実行委員会（群馬県）

〔利根沼田森林管理署
TEL：0278-24-5535〕

福
島
県

8月5日（土）
親子

「子ども樹木博士」
チャレンジ！ 2017

福島市土湯温泉町の「きぼっ
この森」で、「子ども樹木博士」
を実施

60名 福島民有新聞社、福島森林管理署
〔福島森林管理署  TEL：024-535-0121〕

東
京
都

8月7日（月）～
8月13日（日） クラフト体験 クラフト作品の作成

（小学生以下優先）
各日
30名

高尾森林ふれあい推進センター
〔高尾森林ふれあい推進センター

TEL：050-3160-6040〕

長
野
県

4月29日（祝）
～

11月12日（日）

木曽路＆赤沢休養林
トレッキングパズル
ラリー

木曽路と赤沢休養林の各ポイン
トで木製パズルのピースを集め
ながら、森林を散策

1,000名
木曽森林ふれあい推進センター

〔木曽森林ふれあい推進センター
TEL：0264-22-2122〕

福
井
県

8月11日（祝）
（予定） 桃木峠の大杉観察会 桃木峠の大杉観察会、

クラフト体験等 30名
桃木峠の大杉保全協議会、大野市、
福井森林管理署

〔福井森林管理署 TEL：050-3160-6105〕

徳
島
県

8月11日（祝） 親子ハイク（仮称） 山の日を記念した剣山登山
親子
15組

（30名程度）

徳島県
〔徳島森林管理署  TEL：088-637-1230〕

高
知
県

7月29日（土）
工石山グリーンアド
ベンチャー＆クリー
ンハイキング

清掃活動やグリーンアドベン
チャーを楽しみながら登山 40名

嶺北森林管理署・県民の森工石山を楽し
みながらよくする会・工石山青少年の家・
高知市体験活動者指導者養成実行委員会

〔嶺北森林管理署  TEL：0887-76-2110〕

宮
崎
県

8月11日（祝）
山の日
森林セラピーウォー
キング

森林セラピーロード猪八重渓谷
を森林セラピストと一緒に歩く 20名

NPO 法人ごんはる
〔宮崎南部森林管理署

TEL：0987-25-1115〕

 8 月 11 日の「山の日」に合わせて、全国各地で様々なイベントが開催されます！
ここでは各森林管理局等で開催されるイベントを一部ご紹介します！

８月11日
国民の祝日「山の日」
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立木の太さ等を測定

極印 伐採木は極印で標示

森林の標準的な箇所で調査を実施

国有林の境界巡検（近畿中国森林管理局）

伐採事業のために必要な収穫調査（関東森林管理局）

季節毎にお送りする「各地の森林から」。今回は日本の国土の約２割を占める全国の国有林を
管理するために最前線で働く林野庁職員「森林官」の仕事について、その一部をご紹介します。

各 地 の 森 林 か ら

GPSを利用した境界巡検

境界標の測量 ペンキ塗布

境界標の復元作業

　境
けいかいじゅんけん

界巡検とは、国有林の範囲
を明確にするために国有林の
周囲に設置されている境界標

（杭）を森林官が定期的に巡視・
確認し、国有林への侵害がなく
管理されていることを確認す
るための業務です。
　境界巡検では、基本的に森
林官が境界標を一つひとつ見
回って確認し、境界をはっきり
視認できるよう標柱にペンキ
やスプレーでマーキングしま
す。また、損傷し修理や再設置
が必要な境界標があるか確認
し、必要に応じ再測量して境界
を復元します。
　この地道な作業を定期的に
行うことにより、国有林が適切
に管理されていることを確認
しています。

　収穫調査とは、伐採を計画してい
る森林で、実際にどの程度の材積

（木材としての量）が存在し、どの程
度の量を伐採して販売、利用するこ
とが可能かを確認するために行う
調査です。
　収穫調査では、森林官が伐採の対
象となる森林に入り、樹木の太さ、
高さ、本数を測定するとともに伐採
木を決め、その印として極

こくいん

印を押し
ます。また、伐採後の集材に必要と
なる路網が作設できるのか、それが
難しい場合には架線による集材が
可能かなど、森林の地形、土質、植生
などを勘案して、搬出方法について
も検討を行います。
　収穫調査は、下草が繁茂した森林
や傾斜の急な森林では労力がかか
り、危険も伴いますが、計画に沿っ
た木材生産を行うために必要な調
査です。
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フィールドでの森林教室

間伐体験

小学校での森林教室

自分たちで伐採した木の年輪を確認

森林教室などのふれあい活動（中部森林管理局）

林業事業体への指導

伐採現場での出材量の確認

事業現場での作業指示

事業実行の現場監督（四国森林管理局）

　国有林では植栽、下刈、除伐、
間伐などについて、林業事業体
と契約し事業を行います。その
際に、発注した業務が国有林を
適切に管理経営するために必
要な水準で行われているか、請
負事業体を監督するのが監督
業務です。
　具体的には、契約で定めた期
間内に必要な作業を行うため
に十分な計画を立てているか、
作業に当たって必要な安全措
置を講じているか、丁寧な現場
作業が行われているかチェッ
クし、必要に応じて効果的な事
業となるよう指示を行います。
　また、同じ地域の国有林で同
時に複数の事業を行うことも
多いため、その際には複数の請
負事業体の間で安全上の情報
共有を図ったり、林道等の通行
やストックヤード等の使用に
あたって、事業間の調整を行い
ます。

　国有林では、豊富な森林資
源を活かして小学校など、子
ども達の森林、環境に関する
学びの場として、フィールド
を提供しています。
　子ども達に森や木のすばら
しさを体感してもらうために
は、怪我なく、楽しみながら体
験してもらうことが重要で
す。そこで、植栽や下刈などの
森林整備の体験の際には、そ
の方法や、のこぎりや鉈など
の道具の使い方を森林官が中
心となって指導します。
　このほか、要請があれば地
元の小学校や保育園などに出
張して、森林の役割や大切さ、
木の素材の良さを伝えるため
の森林教室も行うことがあり
ます。
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Ｑ 

森
林
保
険
は
ど
の
よ
う
な

　

 

保
険
で
す
か
？

　

 

森
林
に
つ
い
て
の
火
災
、気
象
災
、

Ａ 

噴
火
災
に
よ
る
損
害
を
総
合
的
に

　

 

補
償
す
る
保
険
で
す
。

　

自
動
車
を
購
入
し
た
際
、事
故
が
起
き
る

と
は
考
え
て
い
な
く
と
も
、万
が
一
の
場
合

に
備
え
て
任
意
保
険
に
加
入
す
る
方
は
多
い

と
思
い
ま
す
。ま
た
、家
を
建
て
た
際
は
火
災

や
地
震
な
ど
に
備
え
て
火
災
保
険
に
加
入
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

森
林
は
も
と
よ
り
、山
に
植
え
ら
れ
て
い

る
木
一
本
一
本
は
、水
源
か
ん
養
な
ど
の
公

益
的
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
が
、同
時
に

森
林
所
有
者
に
と
っ
て
の
貴
重
な
財
産
で
も

あ
り
ま
す
。

　

森
林
は
山
火
事
に
加
え
て
、自
然
環
境
に

つ
き
も
の
の
大
雨
や
台
風
、大
雪
な
ど
常
に

災
害
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

木
の
成
長
に
は
長
い
年
月
が
か
か
り
ま
す

が
、災
害
は
一
瞬
に
し
て
そ
の
財
産
を
失
わ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
ん
な
と
き
に
頼
り
に

な
る
の
が
森
林
保
険
で
す
。

　

我
が
国
の
森
林
保
険
は
、森
林
保
険
法
に

基
づ
き
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整

備
機
構
の
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
が
業
務
を

担
当
し
、火
災
、風
害
、水
害
、雪
害
、干
害
、凍

害
、潮
害
、噴
火
災
の
８
つ
の
タ
イ
プ
の
災
害

に
対
応
で
き
る
総
合
的
な
損
害
保
険
で
す
。

　

近
年
、地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
自
然

TOPICS

01 森林保険制度80年のあゆみ
昭和 12 年に創設された森林保険制度は本年で 80 周年を迎えます。
森林とともに歩んできた森林保険制度についてご紹介いたします。

災
害
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
う

し
た
中
で
幅
広
い
災
害
に
対
応
で
き
る
森
林

保
険
は
、森
林
所
有
者
自
ら
が
災
害
に
備
え

る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
す
。

　

森
林
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
所
有
す
る

森
林
が
災
害
で
損
害
を
受
け
て
も
再
び
造
林

す
る
た
め
の
費
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
し
て
林
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 

森
林
保
険
は

　

  

い
つ
始
ま
っ
た
の
で
す
か
？

　

 

昭
和
12
年（
１
９
３
７
年
）

Ａ 

森
林
火
災
国
営
保
険
と
し
て
創
設
さ
れ
、

    

今
年
で
80
年
を
迎
え
ま
す
。

　

森
林
保
険
制
度
は
、昭
和
12
年
に
、林
業
経
営

の
安
定
を
目
的
と
し
て
山
火
事
に
よ
る
災
害
跡

地
の
復
旧
を
推
進
す
る
た
め
、林
齢
20
年
以
下

の
人
工
林
を
保
険
の
対
象
に
、森
林
火
災
国
営

保
険
と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

昭
和
27
年
に
は
、林
齢
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、

人
工
林
の
す
べ
て
が
保
険
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。次
い
で
昭
和
36
年
に
は
、風
害
、水
害
、

雪
害
、干
害
、凍
害
、潮
害
の
６
種
の
気
象
災

が
加
え
ら
れ
、名
称
も
森
林
国
営
保
険
と
改

め
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
昭
和
53
年
に
は
噴

火
災
が
加
え
ら
れ
、総
合
的
な
保
険
と
し
て

制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
国
が
直
接
、森
林
国
営
保
険

を
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、国
の
行
財
政
改

革
に
伴
い
、平
成
27
年
４
月
に
主
体
を
国
か

平成３年大分県における台風 19 号被災地を森林保険を活用し復旧
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等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　

契
約
地
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、お
申
込
み
を
さ
れ
た
森
林
組
合
等
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
、被
保
険
者
様
の
立
会
の
も

と
で
損
害
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
う
え
で
、

必
要
書
類
を
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出

い
た
だ
き
ま
す
。ご
提
出
い
た
だ
い
た
内
容

を
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
で
審
査
の
う
え
、保

険
事
故
の
認
定
、金
額
を
確
定
し
、保
険
金
を

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ 

保
険
金
の
支
払
事
例
を

 　

教
え
て
下
さ
い
。

Ａ 
群
馬
県
桐
生
市
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
15
日
か
ら
５
月
２
日
に
か

ら
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所

（
現
森
林
研
究
・
整
備
機
構
）に
移
し
、「
森
林

保
険
」と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年（
平
成
29
年
）、森
林
保
険
制

度
は
創
設
80
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
森
林

保
険
と
し
て
、迅
速
な
保
険
金
の
支
払
、丁
寧

な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、契
約

者
・
被
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
保
険

運
営
の
安
定
性
確
保
の
観
点
か
ら
、契
約
を

継
続
し
や
す
く
す
る
た
め
の
継
続
割
引
の
新

設
、社
会
の
ニ
ー
ズ
や
政
策
の
方
向
性
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
花
粉
症

対
策
苗
木
割
引
の
新
設
、最
近
の
災
害
リ
ス

ク
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
保
険
料
率
へ
反
映
さ
せ

る
た
め
の
ル
ー
ル
設
定
な
ど
の
商
品
改
定
の

検
討
を
進
め
て
お
り
、よ
り
良
い
森
林
保
険

の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

 

相
談
・
申
込
先
は
ど
こ
で
す
か
？

Ｑ 

災
害
が
発
生
し
た
時
は

　

 

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ 

最
寄
り
の
森
林
組
合
、森
林
組
合
連
合
会
に

　

 

ご
相
談
・
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

森
林
保
険
は
人
の
手
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ

た
森
林
を
対
象
と
し
て
お
り
、個
人
、企
業
、

自
治
体
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。ま
た
、契
約
面
積
や
期
間
な
ど
、

希
望
に
沿
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
ご
契
約
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、ま
ず
は
最
寄
り
の
森
林
組
合

  

森
林
保
険
の
お
問
合
せ

  

お
近
く
の
森
林
組
合
、
森
林
組
合
連
合
会
、

  

ま
た
は
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
へ

  

〈
国
立
研
究
開
発
法
人  

森
林
研
究
・
整
備
機
構

    

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
〉 

    

☎
０
４
４
ー
３
８
２
ー
３
５
０
０

【損害の概要】
・樹種・損害時林齢：スギ、ヒノキ：22 年生～ 112 年生
・実損面積／契約面積：100.67 ヘクタール／ 117.54 ヘクタール
・支払保険金：112,225,785 円
・ヘクタール当たりの保険料／年：6,590 円

イメージキャラクター
マモルくん

保険料

申込、調査結果報告

国立研究開発法人  森林研究・整備機構

森林保険センター

・申込の承諾、保険証書の交付
・保険金支払　・保険数理

保険金

森林所有者

委託先 森林組合連合会、森林組合、
都道府県等

・申込の受付、保険料の受領
・保険料の森林保険センターへの納入
・損害発生通知の受付　・損害調査

国

・森林保険制度の企画立案
・森林保険センターの指導監督
・債務保証　

（異常災害時）
民間金融機関
からの借入等

保
険
契
約

森林保険制度の仕組み

け
て
群
馬
県
桐
生
市
で
山
火
事
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

隣
県
を
含
め
２
６
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ

森
林
が
焼
失
す
る
大
規
模
な
も
の
で
、そ
の

う
ち
１
４
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
市
有
林
で
し

た
。当
該
市
有
林
の
大
半
が
水
源
か
ん
養
保

安
林
で
あ
り
、早
期
に
復
旧
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
当
該
森
林
は
森
林
保
険
に
加

入
し
て
お
り
、年
内
に
約
１
億
１
千
万
円

の
保
険
金
を
お
支
払
い
し
、迅
速
な
復
旧

の
た
め
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
山
火
事
を
契
機
と
し
て
、桐
生
市

で
は
森
林
保
険
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、

市
有
林
へ
の
森
林
保
険
の
カ
バ
ー
を
拡
充
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
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TOPICS

02
国として初めてCLTパネル工法を
採用した庁舎整備に着手

column

野中葵さんが「CLT広報大使」に任命されました
　CLTは、比較的新しい木質部材で、その活用促進は、新たな木材需要を創出し、林業の成長産業
化による地方の持続的な産業育成と雇用確保につながり、地方創生の実現に大いに寄与するこ
とが期待されています。
　去る5月17日、政府一体となって進めているCLT活用促進の取組の一つとして、CLT活用促進
に関する関係省庁連絡会議の議長である野上浩太郎内閣官房副長官から、「2017ミス日本みど
りの女神」で農林水産省「みどりの広報大使」を務める野中葵さんに、各種イベントにおける普及
啓発に御協力いただく「CLT広報大使」の委嘱状が交付されました。

嶺北森林管理署庁舎 西都児湯森林管理署・左が庁舎棟（在来）、右が会議室棟（CLT）　 会議室棟内部に CLT を
一部あらわし（○印は CLT）

　利用期を迎えた我が国の豊富な森林資源の循環利用を促進するとともに、新たな木材需要の創出等を

図ることによって「林業の成長産業化」を実現することが喫緊の政策的課題となっています。

　木材需要の創出を図る上で、木造率が低く潜在的な需要が期待できる公共建築物での木材利用の促進

は重要なテーマであり、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」及び、同法に基づく基本

方針により、国や地方公共団体による率先した取組が進められています。

　また、近年、新たな木質部材に関する技術開発に進展が見られることを踏まえ、本年６月16日に同基本

方針を変更し、CLT等の木質部材の利用促進を新たに規定しました。

　このような動きを受け、今年度、林野庁が進める四国森林管理局の「嶺
れいほく

北森林管理署」（高知県長岡郡本

山町）及び九州森林管理局「西
さ い と こ ゆ

都児湯森林管理署」（宮崎県西都市）の庁舎整備（官庁営繕事業）では、国の庁

舎整備として初めてCLTパネル工法を採用することとなりました。

　CLTパネル工法は、CLT（Cross Laminated Timber、直交集成板）をパネルとして、床、壁、屋根に使用し

て建築物を建てる工法で、施工が容易で頑丈、熟練工への依存が少なく工期の縮減が可能、コンクリート

より軽いため基礎工事の簡素化が可能といったメリットがあります。

　建築物の木造化やコスト面の課題の解決に寄与する観点からも、今後もCLTや木質耐火部材等の新た

な木質部材の普及に取り組んでまいります。
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TOPICS

03
「ウッドデザイン賞 2017」
の応募締切迫る！

　「ウッドデザイン賞」は、木のある豊かな暮らしを普及するため、「木」に関するあらゆるモノ・コトを対象に、
優れた製品・取組を表彰する制度で、平成 27 年度から始まりました。
　同賞は、木を使って暮らしを豊かにする「ライフスタイルデザイン部門」、人を健やかにする「ハートフルデザイ
ン部門」、社会を豊かにする「ソーシャルデザイン部門」の３つの表彰部門から構成され、審査を通過した作品に「ウッ
ドデザイン賞」が授与されます。この中で、特に優れた作品には「最優秀賞」、「優秀賞」、「奨励賞」が授与されます。
　昨年は、451 点の応募作品から、251 点が「ウッドデザイン賞」を受賞し、その中からトヨタ自動車株式会社の「コ
ンセプトカー SETSUNA」が最優秀賞（農林水産大臣賞）を受賞しました。
　第３回目となる今年度の「ウッドデザイン賞 2017」の応募期間は、７月 28 日までとなっておりますので、ふるっ
てご応募をお願いいたします。なお、応募にかかる費用は無料です。

［各種お問い合わせ先］　ウッドデザイン賞 応募事務局
お問い合わせ専用メールアドレス：info2017@wooddesign.jp

受賞作品はコンセプトブックに掲載されます 受賞作品は、展示会への出展等により幅広く PR
されます

昨年は、「エコプロ 2016」（東京ビッグサイト）にて、
受賞作品の展示および受賞者の表彰を行いました

　　※締切まであとわずか！
　　　応募をご検討中の方は、お早めに！　

事務局ホームページ上で公開されている「応募要綱」を参照しながら、「作品の
概要」、「作品のアピールポイント」など必要項目を入力。また、作品をアピール
する「プレゼン資料」（ファイル形式：PDF）や、作品を説明する画像データ（ファ
イル形式：JPEG）等を添付。

ウッドデザイン賞運営事務局ホームページ（https://www.wooddesign.jp/）より、
応募者登録の上、専用フォームより応募作品をエントリー

応募方法

６月 20 日（火曜日）～７月 28 日（金曜日）

応募期間

無料審査費用

【審査委員長より】

審査委員長

赤池 学 氏

プロジェクトデザイナー
科学技術ジャーナリスト

　ウッドデザイン賞2016の最優秀賞は、木のコンセプトカー「SETSUNA」でした。そこには、
自動車のように木材と無縁だった製品領域に木材活用が広がって欲しいという審査委員の思
いが込められています。例えば看護師や理学療法士、介護士が使用する車椅子や点滴台、医
療カートなどの医療機器、コメディカル分野の製品にも木材活用が期待できます。今年度の

「ウッドデザイン賞」では、こうした木材の新領域活用の応募を心待ちにしています。
　そして、やはり地域材を活用した家づくり、まちづくりを扱った作品も、楽しみにしてい
ます。地元材を使った住宅供給に留まらず、機能や感性、新しいライフスタイルに配慮した
木づかいの提案や街並み形成、森林ツーリズム、間伐体験などのソフトを組み合わせたビジ
ネスモデルなどユニークな提案を期待しています。

13 2017.7 No.124   林野



持
続
可
能
な
森
林
経
営
の

推
進
を
目
指
し
て

～
大
分
県
日
田
市
～

林間ワサビ圃場

日
田
市
の

森
林・林
業・木
材
産
業

　
日ひ

た田
市
は
北
部
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、周
囲
を
阿
蘇
、く
じ
ゅ
う
山
系
や
英ひ

こ彦
山

系
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
間
の
ま
ち
で
す
。

　
江
戸
時
代
、幕
府
の
直
轄
地
「
天
領
」と
な

り
、経
済
的
な
繁
栄
を
遂
げ
、商
人
資
本
と
幕

府
の
植
林
奨
励
策
に
よ
り
、ス
ギ
の
植
林
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、豊
富
な
森
林

資
源
を
有
す
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、市
内
に
は
７
つ
の
原
木
市
場
が
あ

り
、平
日
ほ
ぼ
毎
日
ど
こ
か
で
市
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。市
内
外
か
ら
の
集
荷
能
力
は
高

く
、年
間
取
扱
量
は
50
万
㎥
を
超
え
ま
す
。ま

た
、70
を
超
え
る
製
材
工
場
は
、そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
と
す
る
専
門
分
野
に
特
化
し
た
木
材
を

生
産
・
加
工
し
て
お
り
、「
日
田
市
全
体
で
ひ

と
つ
の
大
き
な
製
材
所
」と
例
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、下
駄
や
家
具
、ク
ラ
フ
ト
等
の
木

工
業
も
盛
ん
で
、「
川
上
」か
ら
「
川
下
」ま
で
、

多
様
な
関
連
産
業
が
集
積
し
て
い
る
の
も
本

市
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
有
林
を
活
用
し
た

取
組
に
つ
い
て

　
市
有
林
の
面
積
は
約
１
，６
０
０
ha
で
市

内
一
円
に
分
布
し
て
お
り
、人
工
林
率
が

79
％
と
高
く
、大
半
は
ス
ギ
を
中
心
と
し
た

経
済
林
で
す
。こ
の
う
ち
10
齢
級
以
上
の
人

工
林
は
５
割
を
超
え
て
お
り
、適
切
な
資
源

循
環
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
等
が
散
在
す

る
な
ど
、市
有
林
の
維
持
管
理
に
課
題
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、市
有
林
を
様
々
な
テ
ー
マ

を
持
っ
た
モ
デ
ル
林
と
位
置
づ
け
、ス
ギ・ヒ

ノ
キ
の
木
材
生
産
の
場
だ
け
で
な
く
、様
々

な
産
物
の
生
産
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
に
、平
成
25
年
度
か
ら
、間
伐
し
た
市
有

林
を
林
間
ワ
サ
ビ
の
圃
場
と
し
て
整
備
し
生

産
者
に
貸
し
出
す
事
業
に
取
り
組
み
、現
在
、

17
の
個
人
や
事
業
者
へ
計
３・
３
５
ha
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、平
成
28
年
度
か
ら
は
、偏
っ
た
樹

種
及
び
齢
級
構
成
の
平
準
化
に
先
導
的
に

取
り
組
み
、植
栽
や
保
育
作
業
な
ど
安
定
的

な
雇
用
の
創
出
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

年
間
約
10 

ha
の
主
伐
を
５
ヶ
年
計
画
で
進
め
、

低
コ
ス
ト
施
業
や
早
生
樹
種
の
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
な
ど
の
モ
デ
ル
林
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
初
年
度
は
、５
箇
所
で
モ
デ
ル
林
の
整
備

を
行
い
、こ
の
う
ち
、２
箇
所
は
低
コ
ス
ト
施

市有林を活用した低コスト施業モデル林
（伐採から造林までの一貫作業と低密度植栽の実証）

大分県
日田市
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面積	 66,603ha
　森林面積	 55,072ha
　うち私有林	 48,758ha
　私有林率	 89％

１．

2．

日田市の森林



高性能林業機械による間伐

日田市林業振興課 Facebook
でも情報発信をしています！

業
を
テ
ー
マ
と
す
る
、伐
採
か
ら
造
林
ま
で

の
一
貫
作
業
と
低
密
度
植
栽
及
び
下
刈
り
方

法
の
実
証
の
場
と
し
ま
し
た
。今
後
、生
存
率

や
樹
高
調
査
に
よ
り
検
証
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、国
内
で
森
林
認
証
を
取
得
す

る
動
き
が
活
発
化
す
る
中
、大
分
県
と
本
市

を
含
む
県
内
４
市
、７
森
林
組
合
等
で
構
成

す
る
大
分
森
林
認
証
協
議
会
に
お
い
て
、今

年
３
月
に
県
営
林
や
市
有
林
等
の
県
内
約

２
万
ha
の
森
林
で
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
市
有
林
を
モ
デ
ル
林
と
し
て
活
用

し
、そ
の
成
果
が
私
有
林
の
森
林
づ
く
り
に

（別表）森林整備事業への市独自の上乗せ助成

※ 6 年生を対象とした下刈りの定額補助　100 千円／ ha（市）

区　分 国 県 県
（上乗） 市 森林再生

基金 計

植　栽
（再造林）

低コスト
（疎植）

51
％

17
％

15% 10% 7％
程度 100%

広葉樹
2 割を含む 5% 10% 5％

程度 88%

広葉樹のみ 5% 15% 88%

除間伐 切　捨 5% 13% 86%
搬　出 － 0～13％ 68～81%

下刈（1～5年生） － 27% 95%
シカネット 5% 22% 95%

路　網 森林作業道 － 8% 76%

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。森

林
整
備
事
業
へ
の

独
自
の
上
乗
せ
助
成
に
つ
い
て

　
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
す
す
め
、森
林
の

有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
、国・県
の
森
林
整
備
事
業
等
に
よ
る
再
造

林
や
除
間
伐
、路
網
整
備
等
を
対
象
に
市
の

補
助
金
を
上
乗
せ
し
、森
林
所
有
者
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
（
別
表
）。

　
特
に
、伐
採
後
の
再
造
林
に
つ
い
て
の
支

援
を
手
厚
く
し
て
主
伐
・再
造
林
を
推
進
し

て
お
り
、大
分
県
森
林
再
生
機
構

が
積
み
立
て
た
森
林
再
生
基
金

に
よ
る
助
成
と
併
せ
て
、標
準
的

な
事
業
地
で
あ
れ
ば
、シ
カ
害
対

策
の
ネ
ッ
ト
設
置
や
下
刈
り
を

行
っ
て
も
所
有
者
の
負
担
は
ご

く
わ
ず
か
と
な
る
支
援
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
策
に
よ
り
、平

成
28
年
度
は
再
造
林
が
１
６
０

ha
、間
伐
が
５
８
５
ha
実
施
さ
れ

る
な
ど
、私
有
林
に
お
い
て
公
益

的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林

整
備
が
進
み
ま
し
た
。

担
い
手
の
確
保・育
成
に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
労
働
人
口
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
中
、本
市
に
お
い
て
も
、林
業

の
担
い
手
の
確
保
・育
成
は
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、林
業
退
職
者
共
済
や
中
小
企
業

退
職
者
共
済
の
掛
け
金
へ
の
助
成
（
掛
け
金

の
３
分
の
１
以
内
）な
ど
に
よ
る
福
利
厚
生
の

充
実
や
、林
業
へ
の
就
業
を
目
指
す
１
年
間
の

研
修
制
度
「
お
お
い
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」

の
受
講
者
に
対
す
る
交
通
費
の
助
成
（
１
，

０
０
０
円
／
日
）と
い
っ
た
市
独
自
の
支
援
に

よ
り
、林
業
の
担
い
手
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
市
で
は
、地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
か
ら

得
ら
れ
る
利
益
を
最
大
化
す
る
と
と
も
に
適

正
に
配
分
し
、山
元
へ
還
元
す
る
こ
と
で
林

業
地
「
日
田
」の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、大

径
材
の
利
用
促
進
や
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、

家
具
な
ど
高
付
加
価
値
商
品
へ
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
林
業
・
木
材
産

業
関
係
者
と
一
緒
に
、「
林
業
・
木

材
産
業
の
集
積
地
『
日
田
』に
お
け

る
木
材
の
総
合
利
用
の
推
進
」の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

出荷者
森林所有者または素材生産者

森林所有者

原木市場
（集金業務）

再造林
助成金

原木の
安定供給

製材工場等

森林再生基金
大分県森林再生機構

森林・林業・木材産業に関する団体
によって組織し、森林再生基金の適
正かつ円滑な運営を図るための機構
です。

協力金
（20円/㎥）

協力金
（10円/㎥）

協力金
（20円/㎥）

※	

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
心
よ
り
深
く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

	

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
林
野
庁
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県補助金
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3．

4．5．

伐採（主伐）
の促進

再造林の
確実な実行

資源の
循環

原木（市場外流通）

原木原木

森林再生基金の仕組み



国
有
林
の
森
林
総
合
監
理
士（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）等
に
よ
る

民
有
林
支
援
の
取
組

東
北
森
林
管
理
局　

秋
田
森
林
管
理
署

署の基礎
データ

管内概要
　秋田森林管理署は、秋田県中央部に位
置する雄物川流域北部３市１町の国有林

（約 11 万２千 ha）を管理しています。
　雄物川流域の国有林は、秋田スギの一
大産地となっているほか、上流部にはブ
ナを主とする広葉樹林が自然のままの姿
で数多く残されており、原生的な自然環
境を維持するため森林生態系保護地域等
に設定されているなど、自然環境豊かな
地域です。
　さらに、十

と わ だ

和田八
はちまんたい

幡平国立公園、抱
だきがえ

返
り渓谷、太平山県立自然公園といった優
れた景観に恵まれた森林が多く、玉川温
泉や乳頭温泉郷といった観光資源も豊富
で多くの人々が訪れています。

所 在 地 秋田県秋田市河辺和田字和田 156 －３
区 域 面 積 	 303,434ha
う ち 森 林 面 積 	 211,557ha
国 有 林 	 111,538ha	（国有林率 52.7％）
管轄区の関係市町村 ３市１町　秋田市、大仙市、仙北市、美郷町

秋田森林管理署管内図

取 組
国有林野事業の

取 組
国有林野事業の雄

物
川
流
域

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム

に
よ
る
支
援
活
動

　

平
成
23
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

地
域
の
森
林
の
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
あ

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
及
び
実
施

に
お
け
る
市
町
村
の
役
割
が
一
層
重
要
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
秋
田
県
と
東
北
森
林

管
理
局
は
、
民
有
林
と
国
有
林
の
森
林
総
合

監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
等
が
相
互
に
連

携
し
、
市
町
村
等
を
技
術
面
か
ら
支
援
す
る

た
め
、
平
成
25
年
７
月
に
「
秋
田
県
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
秋
田
県
内
の
３
つ
の
流
域

ご
と
に
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
等
に
向
け
た

具
体
的
な
支
援
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

秋
田
森
林
管
理
署
で
は
雄お

物も
の

川が
わ

流
域
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
チ
ー
ム
と
し
て
取
組
に
参
画
し
て
い

ま
す
。【
図
１
】

秋田県フォレスター協議会

米代川流域
フォレスターチーム

雄物川流域
フォレスターチーム

秋田・仙北・平鹿
・雄勝地域振興局

鹿角・北秋田・山本
・秋田地域振興局

・米代東部森林管理署
・米代東部森林管理署

上小阿仁支署
・米代西部森林管理署

・秋田森林管理署
・秋田森林管理署

湯沢支署

子吉川流域
フォレスターチーム

由利地域振興局

由利森林管理署

秋田森林管理署

秋田県
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秋田県フォレスター協議会組織図図 1



１ 

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定
支
援

　

当
署
管
内
の
雄
物
川
流
域
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
が
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策

定
年
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
２

月
に
雄
物
川
流
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
が

市
町
村
の
林
務
担
当
者
を
対
象
に
市
町
村
森

林
整
備
計
画
の
作
成
に
向
け
た
研
修
会
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
雄
物
川
流
域
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
を
対
象
に
、
市
町

村
森
林
整
備
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
改
善
す

べ
き
事
項
の
提
案
、
現
状
及
び
課
題
を
把
握

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成

に
関
す
る
先
進
事
例
の
紹
介
を
交
え
た
意
見

交
換
を
実
施
し
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

協
力
を
得
て
、
各
市
町
村
の
計
画
の
策
定
推

進
体
制
の
整
備
を
行
い
、
ま
ず
は
市
町
村
森

林
整
備
計
画
の
概
要
版
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
各
市
町
村
の
地
域
性
を
打
ち

出
す
た
め
の
検
討
を
重
ね
そ
の
議
論
等
を
踏

ま
え
、
更
に
地
域
の
意
見
を
取
り
込
み
、
全

市
町
村
で
基
本
方
針
等
に
地
域
性
を
打
ち
出

し
た
地
域
密
着
型
の
市
町
村
森
林
整
備
計
画

の
策
定
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

２ 

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
実
行
監
理
支
援

　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
策
定
後
の
実
行
監

理
支
援
に
つ
い
て
は
、
実
施
年
度
ご
と
に

重
点
支
援
事
項
を
①
計
画
内
容
の
確
認
、
②

実
行
監
理
の
推
進
、
③
計
画
実
行
状
況
評
価
、

④
次
期
計
画
作
成
準
備
と
し
て
定
め
、
市
町

村
の
林
務
担
当
者
を
対
象
に
研
修
会
等
を
開

催
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

計
画
に
係
る
現
地
調
査
（
伐
採
届
出
制
度
）、

広
葉
樹
の
樹
種
判
定
、
天
然
更
新
完
了
現
地

調
査
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
・
認
定
（
現

地
路
網
等
確
認
）
な
ど
の
内
容
で
年
２
回
程

度
開
催
す
る
ほ
か
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム

が
直
接
各
市
町
村
へ
伺
い
、
森
林
整
備
計
画

の
一
斉
変
更
内
容
に
つ
い
て
説
明
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。【
写
真
１
～
３
】

　

今
後
も
、
秋
田
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
協
議
会

及
び
雄
物
川
流
域
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
課
題
の
解

決
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

秋
田
県
林
業

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
研
修

（
秋
田
林
業
大
学
校
）へ
の

支
援
・
協
力

　

当
署
で
は
、
平
成
26
年
９
月
に
秋
田
県
と

東
北
森
林
管
理
局
が
締
結
し
た｢

秋
田
を
元

気
に
す
る
緑
の
覚
書｣

に
基
づ
き
、
平
成
27

年
度
か
ら
秋
田
県
が
開
講
し
た
秋
田
林
業
大

学
校
に
対
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
や
講
師

と
し
て
森
林
総
合
監
理
士
等
の
派
遣
を
積
極

的
に
行
い
、
林
業
技
術
者
の
育
成
支
援
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
実
習
で
は
、
生
産
事
業
請
負
現
場
を

主
体
に
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
間
伐
作

業
現
場
の
体
験
、
採
材
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に

よ
る
造
材
の
実
践
、
ス
ギ
複
層
林
地
の
見
学

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
署
等
で

は
、
海
岸
林
の
施
業
や
天
然
林
の
施
業
に
つ

い
て
、
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。【
写
真
４
】

　

講
義
等
に
つ
い
て
は
、
①
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
現
状
と
課
題
、
②
国
有
林
の
管

理
経
営
に
つ
い
て（
森
林
管
理
署
等
の
仕
事
）、

③
座
談
会
形
式
で
研
修
生
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
研
修
生
か
ら
、
民
有
林
と
国

有
林
の
仕
事
の
相
違
点
、
日
本
の
林
業
の
未

来
、
林
業
の
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
、
活
発

な
質
問
が
あ
り
、
林
業
・
木
材
産
業
に
こ
れ

か
ら
従
事
す
る
若
者
の
意
気
込
み
が
強
く
感

じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

林
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
若

い
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、

そ
の
若
者
が
地
域
の
林
業
を
牽
引
す
る
リ
ー

ダ
ー
へ
と
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
オ
ー

ル
秋
田
・
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
こ
れ
ら
の
取
組
へ
の
支
援
・
協
力

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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森林経営計画等研修

天然更新完了調査研修

森林作業道等現地研修

採材・造材等研修

1

2

3

4



TOPICS

04
2016年度の「林業遺産」に８件が
選定されました！

　「林業遺産」は、日本森林学会によって平成25年度から開始された、日本各
地の林業発展の歴史を将来にわたって記憶・記録していくための試みです。
　４年目となった昨年度は、全国から14件の応募があり、その内の８件が「林
業遺産」として選定され、登録された林業遺産は全23件に達しました。今回新
たに選定された林業遺産には国有林に関する資料や施設なども多く含まれて
います。
　日本森林学会では、今年度以降も選定事業を継続していくこととし、
各地からの積極的な応募推薦を受け付けています。
　情報誌「林野」でも、引き続き定期的に各遺産についてご紹介して
まいります。
　「林業遺産」についての詳細情報は、日本森林学会のホーム
ページをご参照ください。
https://www.forestry.jp/activity/forestrylegacy/

伊豆半島の森林史に関する資料
昭和

30年代
静岡県伊豆市牧之郷

400年にわたる伊豆地方の森林に関する制度や政策の歴史
をまとめた概説およびその収集史料。

小石原の行者杉
昭和
63年

福岡県朝倉郡東峰村
英彦山での峰入修行の際に小石原の地に修験者が奉納植栽
したスギの巨木群。

屋久島の林業集落跡及び
森林軌道跡

大正
後期

鹿児島県熊毛郡屋久島町
島内の林業生産の拠点となった林業集落跡地や現在も一部
活用されている森林軌道群。

蒸気機関車「雨宮21号」と武利
意・上丸瀬布森林鉄道遺構群

昭和
3年

北海道紋別郡遠軽町丸瀬布
武利意森林鉄道の軌道敷を利用して定期的に運行する、国
内で唯一動態保存された森林鉄道蒸気機関車「雨宮21号」。

初代保護林 白髪山天然ヒノ
キ林木遺伝資源保存林

大正
4年

高知県長岡郡本山町
大正４年に発足した保護林制度に基づき学術参考保護林に
指定された天然ヒノキ林。

木曽式伐木運材図会
明治時代
前期

（推定）
長野県長野市

江戸時代後期頃の木曽地方や飛騨地方で行われていた伐
木・運材の技術について、美麗な絵図と詞書で解説する絵巻
物。

足尾における治山事業による
緑の復元

明治
初期

栃木県日光市足尾町赤倉ほか
足尾銅山周辺の荒廃した森林を、長期にわたる治山事業に
より回復させた。

吉野林業（追加選定）
昭和
14年

搬出関連: 奈良県吉野郡吉野町橋屋、
丹治、飯貝および上市地区
建造物: 奈良県吉野郡吉野町上市地区

吉野材の集散基地を形成し、地位を築き上げた貯木場とそ
のシンボルである洋風建築事務所。

足尾における治山事業による緑の復元

木曽式伐木運材図会

伊豆半島の森林史に関する資料

小石原の行者杉

蒸気機関車「雨宮 21号」と
武利意・上丸瀬布森林鉄道遺構群

２

２

１

１

３

屋久島の林業集落跡及び森林軌道跡

３

４

４

５

６

６

７

７

8

吉野林業（追加選定）

8

初代保護林 白髪山天然ヒノキ
林木遺伝資源保存林

５
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Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
使
わ
れ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
を

体
感
し
て
き
ま
し
た

　
み
ど
り
の
女
神 

野
中
葵
で
す
。

　　

５
月
17
日
に『
Ｃ
Ｌ
Ｔ
広
報
大
使
』に
任

命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
う
と
、
今
ま
で
木
材
が
使

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
高
層
の
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
も
、
木
で
建
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
新
し
い
需

要
を
生
み
出
す
国
産
材
の
期
待
の
星
で
す
。

　

日
本
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
建
築
物
が

増
え
る
事
で
、
間
伐
や
森
林
の
手
入
れ
も

進
み
、
地
方
で
仕
事
を
す
る
人
も
増
え
て

い
く
と
い
い
で
す
ね
♪
私
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
こ

と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

実
際
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
施
設
の
実
例

と
し
て
、
新
豊
洲Brillia

ラ
ン
ニ
ン
グ
ス

タ
ジ
ア
ム
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
施

設
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ン
の
屋
根
に
カ

ラ
マ
ツ
の
集
成
材
、
施
設
内
の
義
足
調
整

室
の
壁
・
天
井
に
は
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
を
使

用
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

館
内
は
特
訓
す
る
！
と

い
う
よ
り
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
身
体
を
動
か
せ
そ
う

な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
て
、

新
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

の
び
の
び
と
記
録
が
狙
え

そ
う
で
す
！

木
の
あ
る
暮
ら
し
を
各
地
で
Ｐ
Ｒ
！

　

６
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
１
７
で
、
私
は
ラ
イ
ブ
・
ド
リ
ア
ー
ド
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ラ
イ

ブ
演
奏
に
お
い
て
、「
木
糸
」
で
作
ら
れ
た
ド
レ
ス
を
着
用
し
て
出
演
し
ま
し
た
。

　

私
達
が
普
段
着
て
い
る
衣
類
は
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
で
す
が
、
こ
の
ド
レ
ス
は
国
産
の
、

し
か
も
森
林
資
源
で
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。
間
伐
材
か
ら
和
紙
を
す
き
、
そ
こ
か
ら
特
殊
な
技
術
で
繊
維
質
を
と
り
だ
し
て
、

木
の
糸
に
し
、
布
に
織
り
、
仕
上
げ
も
天
然
の

藍
染
め
に
し
た
、
こ
だ
わ
り
の
逸
品
！
実
際
に

着
用
し
て
み
る
と
、
肌
触
り
が
と
て
も
優
し
く

て
着
や
す
く
、
森
に
抱
か
れ
た
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。「
木
を
素
材
と
し
た
糸
で
お
洋

服
が
出
来
る
な
ん
て
！
」
と
、
私
の
周
り
の
方

も
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
木
糸
な
ど
、
木
の
活
用
は
技
術
の

進
歩
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
生
活
や
衣
服
な
ど
、
身
近
に
「
み
ど
り
」

を
感
じ
ら
れ
る
世
の
中
に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
に
は
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た
、
お

か
や
ま
木
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し

た
。
岡
山
県
は
ヒ
ノ
キ
の
素
材
生
産
量
が
日
本

一
と
い
う
こ
と
で
、
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ

た
ヒ
ノ
キ
ア
イ
テ
ム
に
よ
り
会
場
中
が
ヒ
ノ
キ

の
香
り
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
木
育
コ
ー
ナ
ー
や
木
の
玉
プ
ー

ル
で
、
楽
し
そ
う
に
笑
顔
で
遊
ん
で
い
る
姿
に
、

周
囲
で
見
て
い
る
大
人
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
近
な
木
々
や
み
ど
り

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
木
の
あ

る
暮
ら
し
を
次
の
世
代
へ
送
り
届
け
て
い
け
る

と
い
い
で
す
ね
。

みどりの
女神が行く！

福島県生まれ、
千葉県育ち。
趣味は音楽鑑賞と
お散歩

野
の

中
なか

　葵
あおい

新豊洲 Brillia ランニングスタジアムの
ランニングレーン（上）と CLT が使わ
れている壁（左）

おかやま木材フェスティバル
（上）とスマートファクトリー
JAPAN2017（右）に出演し
ました

「木糸」で作られた
ドレス

（撮影：Maria Golomidova）
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